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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成23年3月3日(2011.3.3)

【公開番号】特開2010-226766(P2010-226766A)
【公開日】平成22年10月7日(2010.10.7)
【年通号数】公開・登録公報2010-040
【出願番号】特願2010-134745(P2010-134745)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/173    (2011.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/173   ６３０　

【手続補正書】
【提出日】平成23年1月19日(2011.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
送信機から送信され、コンテンツを形成する各々のＭＰＥＧ－２ＴＳパケットに、前記Ｍ
ＰＥＧ－２ＴＳパケットのエンコード時におけるＭＰＥＧシステムクロックのカウント値
をタイムスタンプとして付加したそれぞれが少なくとも１つ以上の拡張ＴＳパケットを含
む複数のセグメント化されたデータから構成されるストリームにより形成されるコンテン
ツを受信し、再生し、再送する、コンテンツ受信器において、
前記コンテンツを蓄積する蓄積手段と、
ＭＰＥＧシステムクロックを再生するシステムクロック再生手段と、
前記システムクロック再生手段の出力するＭＰＥＧシステムクロックを計数し計数値を算
出する第１の計数手段と、
前記蓄積手段に蓄積された前記コンテンツを再生するデコーダと
を備え、
前記システムクロック再生手段は、前記デコーダから出力されるＰＣＲ信号と前記第１の
計数手段の計数値とが等しくなるようにＭＰＥＧシステムクロックを再生し、
前記蓄積手段に蓄積された各々の前記拡張ＴＳパケットを、前記第１の計数手段の計数値
と前記タイムスタンプが所定のオフセット値を有するときに前記デコーダへ出力し、 
さらにストリームを出力するためのインターフェースとを備え、前記拡張ＴＳパケットか
ら構成されるストリームを前記インターフェースを介して出力し、
さらに
前記複数のセグメント化されたデータには、セグメントの連続性を確認する為の値が付加
され、
ているコンテンツ受信器。
【請求項２】
受信した前記セグメント化されたデータを前記蓄積手段に蓄積する際に前記セグメントの
連続性を確認する為の値に応じて個々の蓄積領域を管理する蓄積管理手段を備え
前記送信側から再送され受信する該当するセグメント化されたデータを前記セグメントの
連続性を確認する為の値に応じて前記蓄積管理手段の管理する領域に蓄積する様に制御す
ることで前記不連続を解消することを特徴とする請求項１記載のコンテンツ受信器。
【請求項３】
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前記コンテンツ受信器は、前記セグメント化されたデータにおけるセグメントの連続性を
確認する為の値における不連続性を検出し、前記セグメントの連続性を確認する為の値の
不連続性の方向を判定し、
前記判定された不連続性の方向に従って、前記セグメントの連続性を確認する為の値に関
する情報を含むコマンドを送信側に送信する、請求項２記載のコンテンツ受信器。
【請求項４】
前記セグメントの連続性を確認する為の値の連続性の確認において前記セグメントの連続
性を確認する為の値の増加方向の不連続を検出した場合にセグメントの不連続を認識する
ことを特徴とする請求項１記載のコンテンツ受信器。
【請求項５】
前記拡張ＴＳパケット数は通信時のパケットにおけるデータ領域のデータサイズが通信網
のＭＴＵ（Ｍａｘｉｍｕｍ  Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ  Ｕｎｉｔ）を超えないように設
定されることを特徴とする請求項１記載のコンテンツ受信器。
【請求項６】
送信側からＩＰプロトコル網を介してＩＰパケットを受信しＩＰパケット内部に格納され
ているストリームを蓄積手段に蓄積する際の処理として、ＩＰプロトコルにおけるＩＰデ
ータグラムのデータ領域に格納されている前記拡張ＴＳパケットを抽出することを特徴と
する請求項１記載のコンテンツ受信器。
【請求項７】
前記拡張ＭＰＥＧ－２ＴＳパケットは、前記ＭＰＥＧ－２ＴＳパケットのエンコード時に
おけるＭＰＥＧシステムクロックのカウント値を４バイトのタイムスタンプとして付加し
た拡張ＴＳパケットである請求項１記載のコンテンツ受信器。
【請求項８】
前記拡張ＴＳが前記デコーダに送られる前に前記タイムスタンプが外されている請求項１
記載のコンテンツ受信器。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　本発明のコンテンツ受信機は、送信機から送信され、コンテンツを形成する各々のＭＰ
ＥＧ－２ＴＳパケットに、前記ＭＰＥＧ－２ＴＳパケットのエンコード時におけるＭＰＥ
Ｇシステムクロックのカウント値をタイムスタンプとして付加したそれぞれが少なくとも
１つ以上の拡張ＴＳパケットを含む複数のセグメント化されたデータから構成されるスト
リームにより形成されるコンテンツを受信し、再生し、再送する、コンテンツ受信器にお
いて、前記コンテンツを蓄積する蓄積手段と、ＭＰＥＧシステムクロックを再生するシス
テムクロック再生手段と、前記システムクロック再生手段の出力するＭＰＥＧシステムク
ロックを計数し計数値を算出する第１の計数手段と、前記蓄積手段に蓄積された前記コン
テンツを再生するデコーダとを備え、前記システムクロック再生手段は、前記デコーダか
ら出力されるＰＣＲ信号と前記第１の計数手段の計数値とが等しくなるようにＭＰＥＧシ
ステムクロックを再生し、前記蓄積手段に蓄積された各々の前記拡張ＴＳパケットを、前
記第１の計数手段の計数値と前記タイムスタンプが所定のオフセット値を有するときに前
記デコーダへ出力し、さらにストリームを出力するためのインターフェースとを備え、前
記拡張ＴＳパケットから構成されるストリームを前記インターフェースを介して出力し、
さらに前記複数のセグメント化されたデータには、セグメントの連続性を確認する為の値
が付加されていることを特徴とする。
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